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ハノイ旧市街における集合住宅の提案
A PROPOSAL FOR A NEW TYPE OF HOUSING IN HANOI OLD QUARTER 
阮光峻 
Nguyen Quang TUAN 
主査 渡辺真理 副査 北山恒・下吹越武人 
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程 
Hanoi Old Quarter is one of the most crowded place in the world. Behind its beautiful historic façade and 
extreme lively and busy streets life is places for thousands of people living with space only 4-8m2 per person, 
lacking either wind or natural light. Due to government’s preserve regulation and inclusive ownership, usually 
peoples can’t build a new house other than enlarge their own room, which will eventually end up narrow the 
common spaces that already small, blocking the wind, natural light and make living condition even worse. This 
project aims to improve the living condition in one typical block in Hanoi Old Quarter and visualize a vision for 
its to function in the upcoming era of Hanoi.  
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１． はじめに 
「保存」というのは、昔から残っていた歴史物を保って、
国民自分のアイデンティティを忘れないように、大変意
味深い事業であると思います。しかし、一般的に、でき
るだけ作成した当時の状態を保存する道具とは違い、人
が毎日使用している建物では、毎日生き物のように変わ
ってくる、その場合、どのように保存を取り込めばいい
のか。また、一つの建物ではなく、町全体が保存対象に
なった場合、どこに、どのように、何を保存すればいい
のか、古い建物の保存と何万人の生活問題とどれが大事
なのか。昔のものは現在「古」となる、ならば現在のも
のは将来の「古」になるはず。そうであれば、「古」の
価値は、動かない物理的な建物に溜まってるのか、それ
とも動いている毎日人の生活や見えない街の仕組み、空
間の組み合わせ方に溜まってのか。「古」の価値は建物
だけに溜まらないことを理解できれば、より自由に新築、
改築、保存事業がうまく進むことができるではないか。 
２． 研究概要 
ハノイ旧市街は、ベトナムの最も人口密度の高い場所
である。そのデリケート飾ったファサードや街のあふれ
ている人の活気の裏側に、非常に困難な状態で人が生活
を送っている。ファサードの保存方針や建物内の分割さ
れた所有権により、ここに住む人達は、自分の家を建て
替えるのがほとんどできない。それを代わりに、自分の
部屋を増築しかないため、全体の環境がより悪方向に向
かっていく。 
本研究では、旧市街の一つの典型的な街区をケースス
タディーとして、人の生活、街の仕組み、空間構成を把
握したうえ、この町を支える仕組みを保存しながら、現
状人の生活を改善計画を行うこと。外を自由に発展させ、
中を改善すること。街の活気を表す外は中に支えられ、
新しい時代に適切な機能が導入する中は外に守られると
計画を行った。 
図 1.旧市街の典型街区の様子    図 2.街区の裏側の人の生活 
３． 事前研究 
（１）ベトナム・ハノイ市・旧市街
ベトナム首都のハノイ市では、思想のダイナミックな
変化に従い、都市構造が容赦なく変わったり、拡大され
たりした。「1000 年北属」の中国植民地、100 年のフラ
ンス植民地、ソヴィエトの社会主義の影響、そして自由
化された「ドイモイ政策」のもとで、各時代、都市に寄
生する新しい建物が生まれ、フランス旧市街、ソビエト
の団地、スプロール現象で生まれた密集住区、２１世紀
新都市開発の団地などの外来物をどんどん都市と一体化
していた。 
図 3.旧市街の航空写真  
  その中、仕組みがあまり変わってないハノイ旧市街
では 13 世紀出来上がった東京の下町のような場所だっ
た。当時ハノイ市郊外部の村人が、自分の村の産物をハ
ノイ城の周辺に持って来て、商売を行った。同じ品物を
売っている人々がとなりに集まって、徐々に同じ品物し
か売っていない通りになっていた。 
  最初は、小さいなキオスクのようなものを建て上げ、
販売を行うだが、営業をスムーズに進めるため、オーナ
ーたちはそこに自分の家を建て始めた。また、正面の税
金を減らすために、建物の幅が狭く、家族の拡大するこ
とによって、両側ではなく、奥まで徐々に伸ばして、現
在のチューブハウスになっていた。 
このように、街はほとんどチューブハウスで出来上が
って、現在旧市街の主な外観となった。 
（２）ケーススタディー・ハンマ街区 
 
図 4.ハンマ街区の航空写真  
ハンマ街区は、昔、紅河とハノイ城のつながるハンマ
通り、ホアンキエム湖とつながるチャーカ通り、ハンド
ウアン通りとそれぞれに面して、非常に重要な街区だっ
た。 
調査によって、次のことがわかるようになった。 
旧市街は、一つの街はがチューブハウス、ショップハ
ウス、インナーハウスという 3 つの要素で出来上がった。 
この 3 つの要素の組み合わせによって、街区内の中庭
が生まれた。 
各中庭は共有水廻を持って、それを中心に人の生活を
行い、それぞれのコミュニティが出来上がった。中庭シ
ステムは、外と中の接着剤のような役割を果たしている。 
街区の外側は店舗で、裏側はその店舗を支える倉庫や
作業場がある。 
営業ができる高収入外の店舗が、裏側の住民たちと交
渉し、中庭の空間を借りて、倉庫や作業場として使用す
ることになった。 
街区内の開口スペースの減少によって、換気、採光、
防災などの住環境が悪化されている。 
４． 計画 
街区の構成と街区内の空間の組み合わせを検討したう
え、3 つのゾン：自由発展エリア、新型のチューブハウ
ス促進エリアと建て替える集合住宅エリアに分けて、計
画を行った。 
 
図 5.街区のゾーニング計画  
まず、自由発展エリアは、それぞれの建物はある程度、
敷地の形や所有権が明解であるため、そこに住んでいる
人たちは自由に新築、または保存作業を行えばいいと考
える。もともとこの街、綺麗かどうかではなく、ユニッ
ク差を重視していて、一人の専門家のアイデアで街区全
体のファサードを作ることより、住民たちの考え、生活
のニーズ、個人の好みによって、自由にユニックなファ
サードを作るの方がこの街の本質だと考えている。 
チューブハウスのゾンは、昔のように、各建物が自己
完結のシステムを持ち、他のゾンと独立するため、そこ
にチューブハウスの改善建築を提案すると考える。提案
は、ファサードの棟、風の棟と住戸の棟と分割すること。
ファサードの棟が独立するため街への保存や発展がより
自由に対応できる。風の棟は換気、採光、共有空間など
の役割を果たして、ファサードの棟と住戸の棟とつなが
る環境のコーアである。 
最後、本プロジェクトの主な設計として、建て替える
集合住宅のゾンには、既存の中庭システムを保ち、現在
の敷地の境界線内に新しい集合住宅を建て替える。現在
住戸、作業場、倉庫と重なっている一階が全て、倉庫や
作業場となり、人が住む場所は 2 階からにすること。2
階が労働者、独身者の住戸、3 階以上は家族向けの住戸
にすること。シェアスペースや風の棟を導入するや視線、
風、光が通せるような設計を行った。 
 
図 6.街区計画コンセプト  
５． 建築 
図 7.1街区の裏側の 1階、現状のイメージ  
計画を基づいて、建て替える集合住宅のエリアに注目
して、建築の提案を行った。 
まず、外と中の接着剤という既存の中庭システムを確
保して、新しいコーアを導入することによって、風を通
せると同時に、各中庭を囲んでいるのコミュニティがこ
の新しいコーアに守られる。 
次に、このコーアを中心に集合住宅を建て替え、現在 
 
 
図 8.1階改善後のイメージ  
住戸と倉庫と作業場が重なっている 1 階は全てサービ
ススペースにすること。2 階には、棚で、個人のスペー
スを分けて、労働者、独身者の空間を設ける、幅広い廊
下で、新しいコーアとつながり、主な交流の階となって
いた。また、伝統のドーアシステムを用いて、より良い
環境と人の交流空間を作ることができる。3 階以上は、
吹き抜けの組み合わせによって、家族向けの住戸に適切
な環境を作ること。 
 
  
図 9.2階改善後のイメージ 
 
図 10.3階から５階まで改善後のイメージ 
 
６． おわりに 
このように、街のスケールを確保し、街区の外側を自
由に発展させ、裏側の仕組みを保ちながら、改善または
建て替えること。現在建てるもの、いわゆる「新」のも
のは、将来に「旧」の価値を持つはずと考え、「新」に
対する違和感を脱却し、現在苦しんでいる旧市街の人々
の生活に対して、より自由の考え方、より自由の計画が
必要だと考える。旧市街をよくするためには、各街区を
スタデイを行い、街区全体への対策を段階的に取り組む
必要があると考えている。 
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